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Pickup_１

入国制限が緩和され、待ちに待った入国！

新型コロナ感染拡大により海外からの入国が制限されました。その為、海外現地ではたく
さんの技能実習生や特定技能人材が出国を待機する事になりました。焦りや不安な気持ちを
抑えながらいつか来る出国の日まで精一杯日本語の勉強に励んだり介護の勉強をしたりした
事でしょう。そして入国制限緩和による出国、待ちわびた出国です！迎え入れる事業者の方
々にとっても「やっとこの日が来た！」待ちに待った入国ですね。来る側も受け入れる側も
お互い不安で一杯なはず。だからこそ歩み寄って協力、ダイバーシティ&インクルージョン！
まずはお互いにコミュニケーションを！Pickup_2にてちょっとした会話のコツを♪

Pickup_２

会話のコツ（やさしい日本語を学んで）

文章を分かりやすくする工夫 ★ポイントは端的に言葉を選んで伝える事ですね！
例文：私は、あんまり納豆が好きではないんです、だからあまり食べたくはないんですよね
工夫：私は・納豆が・嫌いです・だから・食べません

文章を短くする工夫 ★ポイントは文章はなるべく短く、または文章を分けること！
例文：あなたの好きな食べ物と嫌いな食べ物ものをそれぞれ教えてください
工夫：あなたの好きな食べ物を教えてください 回答後⇒嫌いな食べ物を教えてください

相手へのやさしい思いやりは
言葉を通してきっと伝わります！

委員：佐藤より
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-どのような支援を行っている

豊田：（一部抜粋）海外人材のアパート周辺のお店などの地図を翻訳して作製。その地

域施設やお店、住民の方への事前挨拶を行って何かあった時に連絡を頂けるようにして

いる。災害などがあった場合に避難する場所まで一緒に行ったりてみたり通勤路を一緒

に歩いてみたり。義務とか義務でないとではなく海外人材の方に必要と思う支援を行っ

てる。

三重野：近隣施設への挨拶、地図の作製は本当に必要な事だと感心している。地域の方

にwelcome感を持ってもらうための活動は不安解消につながり素晴らしいですね。

豊田：挨拶の際に日常会話集をカタカナで翻訳したものをお渡ししてお店の壁などに

張ってもらったりもしている。

三重野：受け入れる施設だけでなく住む町にまで支援の輪を広げているのは素晴らしい。

豊田：住民の方々との共生が必要であると感じているので、海外人材と地域住民との橋

渡しをしっかり行っていきたい。

三重野：まさに文化交流ですね！受け入れ企業にとっても心強いと思います。

株式会社ORJ
常務執行役員 豊田 友芳 氏～Interview～

幅広い業種で海外人材支援を行うORJ社。特定技能の登録支援機関としての
活動は「義務で定められた支援をする」ではなく「海外人材が必要とする支
援をする」事をモットーにしている。動画と合わせてご覧ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

自分が海外で仕事をする時、こんな支援があればいいなぁと思いました。委員：佐藤


